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．はじめに

近年，ため池の改修には前刃金工法が用いられる

ことが一般的であるが，良質な粘性土の枯渇に伴

い，代替工法である遮水シート工法を用いた改修の

増加が予測される．しかしながら，遮水シート工法

には明確な設計手法が確立されておらず，より詳細

な検討が必要とされている．本研究では，小型振動

台を用いた模型実験により，遮水シートの敷設方法

が堤体の動的挙動に及ぼす影響を検討した．  

．実験概要

本実験では，1m×1m の面積を有する振動台を使

用し，土槽は幅 1000mm，高さ 800mm，奥行き 600mm

である．堤体の断面図は Fig. 1 のようになっており，

直線状に遮水シートを敷設する場合も，段切り状に

遮水シートを敷設する場合と同様に勾配が 1:1.3 と

なるようにした．堤体材料には 6･7 混合硅砂とカオ

リン粘土の質量比が 4:1，基盤材料には質量比が 1:1

の混合土を使用した．締固め試験の結果を Fig. 2 に

示す．実験ケースを Table 1 に示す．遮水シートに

は，塩化ビニルシートを用い，case2 については，摩

擦を低減するため，2 枚のシートの間にグリースを

塗布した．また，計測器の配置を Fig. 3 に示す．変

位計については，下流側法面の水平変位及び上流

側，下流側の天端における鉛直変位を計測できるよ

うに配置した．各ケース 5Hz の正弦波で 250gal，
500gal，750gal，1000gal を目標に段階的に加速度を

与え，1000gal 以降の加振では，1000gal 以上の加速

度を堤体が損傷するまで与えた．  
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Fig. 1 堤体断面図  

Configurations of models 
 

 
Fig. 2 締固め曲線  
Compaction curves  

 

Table 1 実験ケース  
Experimental conditions 

case 遮水シート  
0 なし (均一型 ) 
1 段切り状  
2 段切り状 (摩擦低減 ) 
3 直線状  

 

 
Fig. 3 計測器配置  
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．実験結果及び考察

本実験では，目標とする入力加速度に対する

応答加速度に大きなばらつきが見られたため，

以下の式により，加振による累積エネルギー指

標 I を算出した．  
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ここで，I(t)は堤体に加わる累積エネルギー指標  

(m2/s2)，T は全加振時間(s)，∆t は計測間隔(s)，
a(t)は加振時刻 t における加速度(m/s2)である．  

Fig. 4 に累積エネルギー指標と鉛直変位の関

係を示す．上流側，下流側ともに 2m2/s2 程度の

比較的小さい累積エネルギー指標で case0，2 に

おいて有意な変位が認められるが，case1 におい

ては変位はほとんど発生していない．このこと

から，摩擦を有するシートを敷設することで堤

体の補強効果が見込めることが考えられる．ま

た，case3 については，上流側では大きく変位し

ているが，下流側での変位は 2mm 程度であるこ

とから上流側ですべりが生じていることがわか

る．case3 の加振及び排水終了後における堤体直

上からの写真を Fig. 5 に示す．以上のことから，

シートを直線状に敷設することでシート敷設部

にすべり面が生じる可能性があると考えられ

る．  

Fig. 6 に基盤における加速度と天端における

増幅率の関係を示す．約 1500gal で case0 は 6 倍

程度の増幅を示しているが，case2 では 3 倍程度，case1，case3 では 2 倍程度の増幅を示し

ている．このことから，シート敷設により天端における増幅率が減少する傾向が見られた． 

．まとめ

本研究では遮水シートの敷設方法が堤体の動的挙動に及ぼす影響について検討するため，

小型振動実験を実施した．その結果，シートを直線状に敷設した場合，シート敷設部です

べり面が生じる可能性があることがわかった．また，シートを敷設することで堤体の補強

効果が得られること，および基盤加速度に対する天端加速度の増幅率が減少することがわ

かった．   
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Fig. 4 累積エネルギー指標と鉛直変位の関係  
Relationships between vertical displacements and 

cumulative energy indexes 
 

 
Fig. 5 case3 における損傷の様子  

Damage of the model in case3 
 

 
Fig. 6 基盤加速度と増幅率の関係  

Relationships between acceleration on base layer 
and amplification factors  
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